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６月 11 日　田植え体験
 当日の様子は 7 ページのまちのわだいに掲載しています。



　町民会館２階にある芦屋町ボランティア活動センターは、住民のボランティア活動の
拠点として平成 22 年３月に開設され今年で 15 周年を迎えました。ボランティアに関す
る相談受付や活動支援、各団体の会議や作業場所の提供、各種情報提供を行っています。
　現在、ボランティア活動センターの事業には、登録団体・一般町民を対象とした「ボ
ランティア活動センター事業」と、こどもたちを対象とした「りーどぼらんてぃあキッ
ズ事業」があります。また、今年度より新たに「ボランティアマッチング事業」を開始
します。

～活動紹介～

はじめてみませんか？ひとり一つボランティア

▼問い合わせ
　ボランティア活動センター（☎２２１-１０１１）
　ところ　町民会館 2階
　開館日　月曜日～土曜日　※日曜日・祝日は休館
　時間　　午前 9時～午後 5時 30分

「りーど」は
ボランティア活動
センターの愛称だよ♪

りーどくん

　当センターでは、年に２回程度、ボランティア人材の発
掘・育成を目的とした「一般町民向けの体験型研修」と、
登録団体会員のスキルアップを目的とした「登録団体向け
の体験型・交流型研修」を開催しています。これまで、ユ
ニバーサルスポーツである「ふうせんバレーボール体験研
修」や、新たな社会問題に目を向けて「子育て支援研修」、

「フードパントリー研修」を行ってきました。昨年度は、「折
り紙ボランティア養成講座」、「おしぼり人形ボランティア
養成講座」を行いました。 折り紙ボランティア講座の様子

●ボランティア人材育成講座　～スキルアップ～

　「ワールドカフェ」とは、カフェのようなリラックス
した雰囲気のなか自由に対話する手法です。
　当センターでは、各団体間の人的ネットワークの形
成、視野・見識の拡大を図るため、ワールドカフェを
年に１～２回開催しています。これまで、「読み聞かせ」、

「傾聴」、「だごびーなづくり」、「子ども食堂」などのテ
ーマで行ってきました。ワールドカフェの様子

●ワールドカフェ　～意見交換会～

～ボランティア活動センター紹介～
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　当センターの登録団体や利用者数は、減少傾向にあ
ります。また、各活動団体ともに会員や後継者確保な
どの課題を抱えており、活動の継続が難しくなってい
ます。そのため、新たなボランティア人材の発掘・育
成が求められています。ボランティア活動は活力ある
地域社会の実現にもつながります。この機会に一度、
ボランティア活動センターを見学してみませんか？い
つでも気軽に立ち寄ってください。

令和 7年度の予定

９月６日土 折り紙ボランティア講座

11月 クラフトマーケット

１月 手話ボランティア講座

●�ボランティア募集中　～ボランティアしたい人集まれー！！～

　ボランティア活動に興味・関心がある個人・団体、組織などの「ボランティ
アをしたい人」と、ボランティアを必要としている団体、組織などの「ボラン
ティアを求める人」とを登録し、それぞれに情報提供を行いながら、仲介・調
整を行うシステムを作りました。この事業は社会貢献を望む個人や団体と、支
援を必要とする人々や組織を効果的に結びつける重要な役割を担っています。
　詳細は後日ホームページなどでお知らせします。

ボランティア
マッチング～♬

●ボランティアマッチング　～したい人と求める人をつなぐ～

　ボランティア活動センター登録団体や創作活動を行ってい
る町内福祉施設などが出店し、心を込めて創作したハンドメ
イド作品を展示・販売するイベントを行っています。団体や
施設の文化的創作活動を支援し、情報発信の場を提供してい
ます。ここでの売上金は各団体のボランティア活動資金とし
て活用し、活動の後押しをしています。

クラフトマーケットの作品

●クラフトマーケット　～創作活動発信の場～

　芦屋町の小学生を対象に、ボランティア
活動を通じてこどもたちの社会力向上を目
的とした「りーどぼらんてぃあキッズ事業」
を行っています。
　あしやビーチクリーンアップや、近隣の
施設見学など年７回の研修会を行い、ボラ
ンティアについて学んでいます。 りーどぼらんてぃあキッズ

●りーどぼらんてぃあキッズ　～仲間と楽しくボランティア～
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飼い主のいない猫の
問題を減らすために

▷問い合わせ　環境・公園係（２２３‐３５３８）

　町には、飼い主のいない猫に関するさまざまな苦情が寄せられています。
　●飼い主のいない猫が　　　　　●鳴き声がうるさい　　　●ごみ捨て場を荒らしている
　　庭でふん尿をする　　　　　

　飼い主がいない猫を今すぐに減らすことはできません。動物の愛護及び管理に関する法律で、
猫は愛護動物とされており、処分を目的として捕獲することはできません。
　また、捕獲した猫を山奥などに連れて行って放すことは、動物遺棄の罪に問われることになり
ます。このため、まずは不妊手術を施すTNR活動などを行うことで、今後の飼い主のいない猫
の増加を抑える必要があります。

ＴＮＲ活動ってどんな活動？
　TNRとは、T

トラップ

rap・N
ニ ュ ー タ ー

euter・R
リ タ ー ン

eturn を略した言葉で、捕獲器などで飼い主のいない猫をつか
まえ（Trap）、不妊・去勢手術（Neuter）を行い、暮らしていた場所にもどす（Return）ことです。
　芦屋町は、どうぶつ基金「さくらねこ無料不妊手術事業（行政枠）」に参加しています。
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公益財団法人どうぶつ基金さくらねこ事業

　さくらねこ無料不妊手術事業とは、飼い主のいない猫に対し、不妊・去勢手術を実施すること
で繁殖を防止し、「地域の猫」「さくらねこ」として一代限りの命を全うさせ、飼い主のいない猫
に関わる苦情や殺処分の減少に寄与する活動です。
　活動を希望する人は、環境・公園係まで相談してください。

【実施手順：例】
　①申請者が環境・公園係へ申請（毎月 25日まで）

　②環境・公園係がどうぶつ基金に手術チケットの申請

　③翌月中旬から下旬ごろ、どうぶつ基金から手術チケットの配布

　④環境・公園係から申請者へ手術チケットを交付

　⑤申請者が指定病院に手術日を予約

　⑥申請者が手術日までに猫を捕獲しておき、申請者が病院まで運搬

　⑦手術後翌日以降に、申請者が猫を元の場所に戻し、環境・公園係へ報告書を提出

■さくらねこ無料不妊手術事業に関する主な注意事項

●�多くの自治体や団体、個人からの申し込みがあることや、どうぶつ基金の予算

の状況などにより、申請どおりの枚数が配当されるとは限りません。手術チケ

ットが配当された後に指定病院に予約をしてください。

●飼い猫ではないこと

●手術後の保護を目的とした申請ではないこと

●猫は申請者が、手術日までに捕獲しておくこと

※�町では捕獲器の貸し出しを行っています（貸し出し台数には限りがあります）。

※町では猫は預かれません。

※�猫が捕まえられず、手術チケットのキャンセルが続くと、町へ

の手術チケットの配布が減らされる可能性があります。

※�あらかじめ捕獲器の設置期間を長くして、捕まえたい猫に慣れ

させるなどの対応をお願いします。

●芦屋町内で捕まえた猫であること

※捕獲場所の写真の提出が必要です。

●必ず暮らしていた場所に猫を放すこと
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� 6 月 12日　退任行政相談委員へ総務大臣感謝状の贈呈
10年間にわたる活動に感謝10年間にわたる活動に感謝

　今年３月に行政相談委員を退任された今村智
としてる

　　　さんに総務大臣感謝状
が贈呈されました。行政相談委員は総務大臣から委嘱された民間有識者で
行政活動全般に関する意見要望や地域の困りごとなどの相談を受け、解決
のための助言や行政への働きかけなどを行っています。今村さんは10年
の長きにわたり行政相談委員を務められ、町民の身近な相談相手として活
躍されました。その功績が認められ、感謝状が贈呈されました。

� 6月1日�チャレンジキャンプ
　自然の中で笑顔あふれる一日♪　自然の中で笑顔あふれる一日♪

　みどりの広場で親子デイキャンプを開催しま
した。小学生と保護者が協力して、色とりどり
のガラスタイルで世界に一つのトレイを制作
し、カセットコンロでの野外クッキングにも挑
戦しました。「外の空間を楽しみながらチャレ
ンジできた」「自分でやろうとする姿勢に成長
を感じた」と参加者も笑顔！親子の絆が深まる、
思い出に残る一日となりました。

� ６月 21日　芦屋町大雨洪水避難訓練
大雨、洪水に備えて避難訓練！大雨、洪水に備えて避難訓練！

　出水期を迎え、6月21日に総合体育館や中央公民館などで大雨洪水避
難訓練が行われました。総合体育館や中央公民館では、職員に加え女性
防火・防災クラブや町の防災士による、簡易トイレやテントなどの避難所
設営訓練が行われました。その後、遠賀郡消防本部による、避難時の注
意点やＡＥＤを活用した心肺蘇生法についての実技を交えた講話も行わ
れ、訓練参加者は真剣なまなざしで説明に聴き入り、質問をするなど防災
意識を高めていました。
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� 6 月 18日　出張！出前交番あしや

ニセ電話の被害防止ニセ電話の被害防止

　芦屋町役場１階ロビーで詐欺被害防止キャンペーンとして折尾警察署
による出前交番あしやが開かれました。ニセ電話詐欺に利用された電話
番号の約 6割が国際電話であり、SNS 型投資・
ロマンス詐欺の9割がLINEに誘導されています。
相談者は、「国際電話を止めてくれるようにして
くれたので良かった。相談するだけでも気分が
楽になった」と話していました。

６月 11日　町内 3小学校田植え体験
おいしいお米ができますようにおいしいお米ができますように

　JA 北九青年部（芦屋支所）協力のもと、町内3小学校の5年生が田植え体験
を行いました。ロープをピンと張って、苗を植える位置を
一直線に揃えながら、田んぼの中に一列に並んで、植えて
いきます。児童たちは田んぼの泥のぶにょぶにょとした感
触に「うへぇ！」と楽しそうな声をあげ、泥だらけになりな
がら、おいしいお米になるかわいい苗を植えていました。

� ６月 5日　ギラヴァンツ北九州応援大使表敬訪問
フレンドリータウン応援大使が芦屋町を訪問フレンドリータウン応援大使が芦屋町を訪問

　プロサッカークラブギラヴァンツ北九州の坂本稀
き り や

吏也選手が芦屋町の応
援大使として芦屋町（フレンドリータウン）を訪れました。応援大使は、
交流人口の増加などを目指して行われるギラヴァン
ツ北九州の取り組みです。皆さんも坂本選手やギラ
ヴァンツ北九州の活躍をチェックしてください。

� ６月 15日　八朔のわら馬づくり講習会
はじめてのわら馬づくりはじめてのわら馬づくり

　芦屋歴史の里で八朔のわら馬づくり講習会が行われまし
た。わらでつくる馬に、紙で作った武者人形を乗せ、武将
の名を書いた旗を背負わせます。参加した人は、「わらが硬
く、馬の顔を編んだり、糸を巻いたりすることが難しかった」
と話していました。

� 5 月 26日　愛生幼稚園　花の日行事
花と一緒に笑顔も届きました花と一緒に笑顔も届きました

　日頃お世話になっている人に感謝を伝える「花の日」の行事と
して、愛生幼稚園の園児たちが芦屋郵便局と芦屋町役場の職員に
花束を届けてくれました。受け取った大人も見ていた住民も、笑
顔になりました。

インスタグラム X（旧 Twitter）
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の
手
法
そ
の
他
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す

る
人

▽�

受
付
期
間　
７
月
28
日
月
午
前
９
時
～
８

月
18
日
月
（
受
信
有
効
）

※ 

受
験
案
内
を
確
認
し
、
申
し
込
み
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽�
試
験
日　

■
１
次
試
験
日　
10
月
５
日
日

■ 

２
次
試
験
日　
11
月
８
日
土
、
９
日
日
、
15

日
土
ま
た
は
16
日
日
で
指
定
す
る
１
日

■ 

３
次
試
験
日　

12
月
上
旬
ま
た
は
中
旬
で

指
定
す
る
１
日

▽�

問
い
合
わ
せ　

●��

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す
る
こ

と
＝
人
事
院
人
材
局
試
験
課　
（
☎〈
０
３
〉

３
５
８
１
‐
５
３
１
１
内
線
2
3
3
1
）

●��

そ
の
他
試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福
岡
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係（
☎〈
０
９
２
〉

４
１
１
‐
0
０
３
１
内

線
2
４
３
２
）

※�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
試
験
概
要
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強

化
週
間�

８
月
27
日
水
～
９
月
2
日
火

　

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や
虐
待
な
ど
、

こ
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
電
話
を

設
置
し
ま
す
。
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
８
月
27
日
水
～
29
日
金
、
９
月
１

日
月
、
２
日
火
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

　

 

８
月
30
日
土
、
31
日
日
・
午
前
10
時
～
午

後
５
時

▽�

電
話
番
号　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
専
用

電
話（〈
０
１
２
０
〉０
０
７‐１
１
０
）（
無
料
）

※ 

強
化
週
間
以
外
で
も
平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
（
時
間
外
と
土
日
祝
日

は
留
守
番
電
話
対
応
）受
け
付
け
て
い
ま
す
。

みんなの

ひろば

国税庁
ホームページ

福岡県社会福祉協議会
福祉人材センター
ホームページ
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　人並外れた霊感を持ち
ながらスピリチュアルに対
して嫌悪感を抱く主人公
は、冷え切った夫婦関係に
悩んでいた。職場で出会っ
た年下の男性によって心の
傷は癒えていくが、彼はあ
る新興宗教で中心的な立
場にあるカリスマだった。

■休館日　�４日月、12日火、18日月、25日月、
28日木

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※ 資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ８月

と　き 　　出　演・催　し　　
６日水 赤ちゃんおはなし会たっち
９日土 お話しポケット

10 日日 にじの会
24 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

△ �

期間　９月 15 日🈷～ 30 日火
　図書館システムの更新を行います。併せてすべて
の本を点検し、書架の整理をします。
　電子図書館は休館中も利用できます。
※ 休館中の本や雑誌の返却は、図書館（中央公民館）

入口の返却ポスト（藤色）または、役場庁舎郵便
局側入口の返却ポスト（黄色）を利用してくださ
い。ただし、ＣＤ・ＤＶＤは破損の恐れがあるため、
必ず開館後にカウンターへ返却してください。

　第 71回青少年読書感想文全国コンクールの課題
図書、第 69回西日本読書感想画コンクールの指定
図書をそれぞれのコーナーに展示しています。小
学生向けは１階、中高生向けは2階Ｙ

ヤングアダルト
Ａコーナー。

本を読んだ気持ちを文章や絵で表現してみませんか。

読書感想文・感想画特集コーナー

【一般書】
烈風を斬れ 砂原　浩太朗　��著
こうふくろう 薬丸　岳

がく

� 著
サイレントシンガー 小川　洋

よ う こ

子� 著
クロエとオオエ 有

ありかわ

川　ひろ　� 著

【児童書】
かわせみのみちくさ 瀧

た き わ

羽　麻
あ さ こ

子� 作
読書感想文が終わらない！ 額

ぬ か が

賀　澪
みお

� 作
まるみかん大一番 まはら　三

み と

桃� 作
うさぎのしま たての　ひろし� 作
ならしている 五

ご み

味　太郎� 作

システム更新と蔵書点検のため休館します

　アンスピリチュアル
　　高野　史

ふみお
緒　著�

　　早川書房�　出版

●
浜は

ま
ゆ
う

木
綿
俳
句
会

茅つ
ば
な花
流
し
大
河
堰せ

か
れ
て
鬩せ

め

ぎ
合
ふ

 

野
口
加か

つ

み
津
美

茅
花
流
し
お
も
む
く
ま
ま
に
舫も

や

ひ
船

 

小
川　
雪
野

山
昏く

る
る
さ
ざ
な
み
走
る
植
田だ

か
な

 

吉
住　
利り

え枝

夜よ
だ
き
ぶ
ね

焚
船
鳴
る
沖
あ
か
り
蚊か

く
い
ど
り

食
鳥

 

池
田　
幸ゆ

き
と
し利

●
水
茎
短
歌
会

収
集
日
置
か
れ
し
袋
の
ビ
ー
ル
缶

と
り
ど
り
あ
り
て
夏
の
近
づ
く

 

後
藤　
征ゆ

き
こ子

バ
ラ
園
の
ほ
の
か
な
香
り
に
誘い

ざ

な
わ
れ

手
す
り
に
頼
り
階
段
下お

り
し

 

麻
生　
清き

よ
こ子

わ
に
革
の
古
き
バ
ッ
グ
を
手
に
取
れ
ば

若
き
日
の
こ
と
思
い
出
さ
れ
る

 

宮
﨑
佐
代
子

教
室
に
通
い
習
い
し
吉き

っ
し
ょ
う祥

の
袋
帯
し
め

息こ子
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ　

 

村
上　
一か

ず
え惠

俳
句
・
短
歌６月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人46
人51死亡

人06
人10

令和７年６月末日現在 令和６年６月末日現在

人　口
男　性6,074

女　性6,461
世帯数6,341

人

人 6,209

6,567
6,401 世帯

人

人
世帯

12,535 人 12,776 人

広報あしや　2025.8⑨



問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

広報あしや　2025.8 ⑩

盆の救急医療はこちらへ
●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　
８
月
13
日
水
・
松
本

歯
科
医
院
（
遠
賀
町
浅
木
☎
２
９

３
‐
２
１
４
５
）、
14
日
木
・
西

牟
田
歯
科
医
院
（
水
巻
町
伊
佐
座

☎
２
０
１‐８
１
０
０
）、15
日
金・

田
中
歯
科
医
院
（
中
間
市
通
谷
☎

２
４
４
‐
９
０
６
３
）

※�

急
き
ょ
医
療
機

関
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
当
番

医
院
に
連
絡
が

つ
か
な
い
と
き

は
、
遠
賀
消
防
本
部
（
☎
２
９
３

‐
８
１
２
３
）
ま
た
は
中
間
消
防

本
部
（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
１
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　
夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
の
と
き
に

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　
月
～
土
・
午
後
６
時

～
午
後
10
時
、
日
祝
日
・
午
後
５

時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
遠
賀
中
間
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー
（
２
８
２
‐
９
９
１
９
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら�

　
＃
７
１
１
９

　
医
師
や
看
護
師
、

相
談
員
な
ど
が
24

時
間
３
６
５
日
体

制
で
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
ま
た
、

最
寄
り
の
医
療
機

関
の
案
内
も
行
い

ま
す
。

▽�

と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽�

電
話
番
号　
（
＃
７
１
１
９
）
ま

た
は
福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
（〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐

０
０
９
９
）

※�
重
症
の
と
き
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
こ
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
で
心

配
な
と
き
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
平
日
＝
午
後
７
時
～
翌
日

午
前
７
時
、
土
＝
正
午
～
翌
日
午

前
７
時
、
日
＝
午
前
７
時
～
翌
日

午
前
７
時

▽�

電
話
番
号　
（
＃
８
０
０
０
）
ま

た
は
福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電
話

相
談
（〈
０
９
２
〉
７
３
１
‐
４

１
１
９
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択

し
て
い
く
と
、
緊
急
度
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
事
前

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
く
と
安
心

で
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
し
い
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

病
院
受
診
に
持
っ
て
い
く
も
の

　
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
、
医
療
証
（
高
齢
受
給

者
・
ひ
と
り
親
・
こ
ど
も
・
障

が
い
者
）、
ま
た
は
診
療
依
頼
書

（
生
活
保
護
世
帯
）、
普
段
飲
ん

で
い
る
薬
（
お
く
す
り
手
帳
）。

乳
幼
児
の
場
合
は
追
加
で
、
母

子
健
康
手
帳
、
紙
お
む
つ
、
哺

乳
瓶
、
タ
オ
ル
な
ど

町ホームページ
Q助アプリ
ダウンロード



盆
の
ご
み
と
し
尿
の
収
集

◦�

ご
み　
８
月
13
日
水

～
15
日
金
は
、
通
常

ど
お
り
ご
み
を
収
集

し
ま
す
。

◦�

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
自
己
搬
入

　

 

８
月
13
日
水
～
15
日
金
は
、
通
常
ど

お
り
受
け
入
れ
ま
す
。

◦ 

し
尿　

８
月
14
日
木
、
15
日
金
は
、

し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す
。
盆
前
に

臨
時
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、

８
月
1
日
金
ま
で
に
、
直
接
、
収
集

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

 （
有
）環
整　
（
☎
２
２
３‐０
４
０
２
）

△

�

問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

８
月
13
日
水
～
15
日
金

◦�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス

　
＝
土
日
祝
ダ
イ
ヤ
で
運
行

◦�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス

�　
＝
全
て
運
休

◦�

北
九
州
市
営
バ
ス

　
＝
日
曜
・
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
・

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振
興
・
交

通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）、
北

九
州
市
営
バ
ス
＝
北
九
州
市
交
通
局

向
田
営
業
所
（
☎
６
９
１‐０
１
３
１
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
生
活
の

困
り
ご
と
や
就
業
・
養
育
費
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
離
婚
協
議
中
の
人
も

相
談
で
き
ま
す
。

■�

出
張
相
談
会

▽�

と
き　

８
月
22
日
金
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

申
し
込
み　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
（
☎
〈
０
９

４
８
〉
２
１
‐
０
３
９
０
）
へ

※ 

予
約
し
た
人
が
優

先
で
す
。

※�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
も

あ
り
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

就
業
支
援
講
習
【
医
療
事
務
講
座
】

▽�

講
習
日　
９
月
５
日
～
11
月
21
日
の

毎
週
金
曜
日
、計
10
日
間（
10
月
10
日
、

11
月
７
日
を
除
く
）・
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
田
川
総
合
庁
舎
（
田
川
市
大
字

伊
田
）

▽
定
員　
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽
受
講
料　
無
料　

※ 

教
材
費
な
ど
８
０
０
０
円
は
自
己
負
担

で
す
。

▽
申
込
期
限　
８
月
18
日
月

▽�

申
し
込
み　
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社　
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
４
１

‐
９
５
３
１
）
へ

子
育
て

盆
期
間
の
お
知
ら
せ

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　８月４日月・午前11時～11時 30分
♥手作りおもちゃで遊ぼう（10組程度）

　 ▽ �とき　８月５日火・午前 10 時～ 11 時
　※７月 22 日火から予約開始
♥�吉村じいちゃんと絵本マミーの絵本タイム

　 ▽ �とき　８月 22日金・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥プール遊び
 　 　詳しい日程や時間はホームページやたん

ぽぽ内に掲示します。お楽しみに！
♥育児相談
　【離乳食の日】（５組限定）
　 　管理栄養士による離乳食の指導と進め方相談

� 　 � ▽ �とき　８月 12 日火・午前 10 時～11 時
　※７月 29 日火から予約開始
　【たんぽぽ相談】
　　保健師・管理栄養士による相談
　 　８月の相談日はありませんが、気になるこ

とがあれば気軽に電話してください。
　※次回のたんぽぽ相談＝９月９日火

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　８月 20日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用意
して待っています。

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター�
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

８月の日曜開館日　
10日・24日

福岡ひとり親家庭
LINE 相談

広報あしや　2025.8⑪ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
教
室
で

す
。
子
育
て
の
こ
と
を
楽
し
く
勉
強
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
３
日
日
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

７
月
31
日
木
ま
で
に
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
７
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
高
血
圧
の
話
と
減
塩
食
の
試
食
」

　
高
血
圧
は
脳
梗こ
う
そ
く塞
や
虚
血
性
心
疾
患
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

高
血
圧
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、
予
防

の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
８
月
26
日
火
・
午
前
10
時
（
９

健
康
・
福
祉

   65 歳以上の人の令和７年度の介護保険料額決定通知書を７月下旬に郵送します。
　介護保険料は、町税や世帯の状況などによって該当する所得段階を 25 区分に分けて決
定されます。
　介護保険制度は皆さんが納付する保険料で成り立つ制度です。保険料納付へのご理解
とご協力をお願いします。

▷納付方法
●�年金からの天引きで納めている人
　 　今回決定した年間保険料額から４・６・８月に天引き（仮徴収）された保険料を差

し引いた残りが、10 月、12 月、令和８年２月に年金から天引き（本徴収）されます。
※ 年間 18 万円以上の老齢（退職）、障害、遺族年金を受給している人は、年金天引きに

なります。
● �65 歳になった人や福岡県介護保険広域連合に加入していない市町村から転入した人
　 　65 歳の誕生日または転入日から起算して、半年から１年後までに年金天引きが開始

されます。それまでの間は、納付書や口座振替で納付してください。
●�納付書や口座振替で納めている人
　 　８月から令和８年３月まで引き続き納付書（期限内であれ

ば全国のコンビニで納付可）や口座振替などで納付してくだ
さい。

※ 納め忘れのない便利な口座振替などで納付してください。
※ 災害や失業などやむを得ない理由で保険料を納めることが難

しくなったときは、申請により保険料の減免や納付猶予が受
けられることがあります。

※ 保険料を滞納すると、介護保険サービスを利用したときの自己負担割合が増える場合
があります。
▷�問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）または福岡県介護保険広域連合総

務課収納管理係（☎〈０９２〉９８１‐９０７１）

介護保険料が決定しました

広報あしや　2025.8 ⑫



時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
０

時
30
分

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
4
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
み
そ
汁
（
塩
分
測
定
を

希
望
す
る
人
の
み
）

▽�

申
し
込
み　

８
月
19

日
火
ま
で
に
、
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介

護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職

の
人
が
気
軽
に
集

い
、
交
流
を
図
り
な

が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
所

で
す
。
音
楽
を
使
っ
た
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
体
験
や
専
門
職
の
人
か
ら
認
知

症
や
介
護
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
８
月
26
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
８
月
19
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

憩
の
家
に
涼
み
に
来
ま
せ
ん
か

　

町
内
に
3
カ
所
あ
る
老
人
憩
の
家

は
、
町
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
が
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
暑
い
日
に

は
、
冷
房
の
効
い
た
憩
の
家
に
涼
み
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
寿
楽
会
館
と
山
鹿
荘
に
は

W
i

－
F
i
環
境
を
整
備
し
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
試
し
に
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
す
で
に
持
っ
て
い
る
人
は
、
動

画
視
聴
な
ど
に
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
月
～
土
の
午
前
10
時
～
午
後

4
時

※
入
浴
は
午
前
11
時
～
午
後
4
時

※
8
月
13
日
水
～
15
日
金
は
休
館
で
す
。

▽
と
こ
ろ

● 

寿
楽
会
館
（
西
浜
町
7
番
13
号
☎
２

２
３
‐
１
３
４
３
）

● 

山
鹿
荘
（
山
鹿
17
番
16
号
☎
２
２
３

‐
２
５
６
１
）

● 

鶴
松
荘
（
高
浜
町
23
番
31
号
☎
２
２

３
‐
３
３
７
９
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
２
２
３
‐
２
８
６
６
）、
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

巡
回
補
装
具
判
定
（
事
前
予
約
制
）

▽�

と
き　
９
月
17
日
水
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
間
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽�

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の
支
給
や
修

理
を
希
望
す
る
人

※ 

身
体
障
が
い
者
本
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

▽�

相
談
内
容　
補
装

具
の
支
給
・
再
支

給
・
修
理
の
相
談

や
判
定

※ 

た
だ
し
、
電
動
車

い
す
、
姿
勢
保
持

装
置
、
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装

置
は
対
象
外
で
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

身
体
障
害
者
手

帳
・
印
か
ん

※ 
再
支
給
・
修
理
の
場
合
は
現
在
持
っ

て
い
る
補
装
具

▽�

申
し
込
み　
８
月
13
日
水
ま
で
に
障

が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
０
）
へ

※ 

申
し
込
み
時
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。
本
人
ま
た
は
詳
し
い
こ
と
が
分

か
る
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

巡
回
補
装
具
判
定
時
に
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
発
熱
や
体
調

不
良
の
人
、
事
前
予
約
を
し
て
い
な

い
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

ゲ
ン
キ
は
つ
ら
つ

サ
ポ
ー
タ
ー
教
室

　

自
分
自
身
の
運
動
を
行
い
な
が
ら
、

自
治
区
公
民
館
体
操
や
地
域
交
流
サ
ロ

ン
な
ど
で
生
か
せ
る
運
動
や
脳
ト
レ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

他
の
地
区
の
人
と
も
交
流
で
き
て
、

楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
の
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
９
月
26
日
金
、
10
月
22
日
水
、

11
月
28
日
金
、
12
月
23
日
火
、
令
和

８
年
１
月
29
日
木
、
２
月
25
日
水
の

全
６
回

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

実
技

▽�

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
町
民

▽
定
員　
20
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
運
動

し
や
す
い
服
装
と
靴

▽�

申
し
込
み　

９
月
19
日
金
ま
で
に
、

高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
６
）
へ
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遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
を
募
集
し
ま
す

▽
採
用
予
定
数　
1
人
程
度

▽
採
用
予
定
日　
令
和
8
年
4
月
1
日

▽
職
種　
一
般
事
務
職

▽�

応
募
資
格　
昭
和
60
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※�

詳
し
く
は
職
員
採
用
試
験
案
内
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
7
時
間
45
分
）

※
配
属
先
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽�

給
料
（
参
考
）　
大
学
卒
22
万
円
（
令

和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

※�

職
歴
な
ど
に
よ
り
加
算
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽�

申
込
期
間　
７
月
８
日
火
～
８
月
22

日
金

▽�

申
込
方
法　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
に
申

込
書
と
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
な
ど
は
遠

賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
第
１
次
試
験
内
容　

　
Ｓ
P
I
3
（
総
合
適
性
検
査
）

▽�

第
１
次
試
験
期
間　
８
月
30
日
土
～

９
月
23
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係（
☎

２
９
３
‐
３
５�

８
１
）

市
町
村
対
抗
「
福
岡
駅
伝
」

出
場
選
手
を
募
集
し
ま
す

　

県
内
60
市
町
村
が
集

ま
り
競
い
合
う
市
町
村

対
抗
「
福
岡
駅
伝
」
に

出
場
す
る
選
手
を
募
集

し
ま
す
。
芦
屋
町
の
代

表
と
し
て
、
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　
11
月
16
日
日

▽�

と
こ
ろ　
県
営
筑
後
広
域
公
園
（
筑

後
市
津
島
）

※�

町
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
人

▽�

定
員
・
区
分　
中
学
生
男
女
各
１
人
、

ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
１
年
生
～
18
歳
）

男
女
各
１
人
、一
般
男
子（
19
歳
以
上
）

２
人
、一
般
女
子
（
19
歳
以
上
）
１
人
、

シ
ニ
ア
（
40
歳
以
上
）
１
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
を
行
い
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

８
月
15
日
金
ま
で
に
、

社
会
教
育
係（
☎
２
２
３‐３
５
４
６
）

ま
た
は
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）、
総
合
体
育
館
（
☎
２
２
２

‐
０
１
８
１
）
へ
申
込
書
を
提
出

※�

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

募
集
・
相
談

芦屋町職員募集
職 種 採用予定人数 受　験　資　格
一般事務職 １人程度 平成 11 年４月２日以降に生まれた人

建築技師 １人程度
 昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、いずれかの要件を満たす人
・高等学校、大学などで建築の専門課程を履修した人
・建築に関する業務の職務経験が３年以上ある人

土木技師 １人程度

昭和 60 年４月２日以降に生まれた人で、いずれかの要件を満たす人
・ 高等学校、大学などで土木または電気、機械の専門課程を履修した人
・ 土木施工管理技士（１級または２級）の資格がある人
・ 土木に関する業務の職務経験が３年以上ある人

学芸員 １人程度
平成９年４月２日以降に生まれた人で、次の全ての要件を満たす人
・ 大学、大学院で考古学を専攻した人、または同等の知識を持つ人
・ 学芸員の資格がある人、または令和８年３月 31 日までに取得する見込みの人

１次試験

試験日 ９月１日月～ 26 日金のうち、受験者が選択する日時
試験会場 受験者が選択するＳＰＩテストセンター会場（福岡常設会場など全国の指定会場）

試験科目 ＳＰＩ３（総合適性検査）
※ 総合適性検査＝能力検査、性格検査

△ �

申し込み　７月25日金～８月15日金に、人事係（☎２２３‐３５７４）へ
※ 詳しくは試験案内を見てください。
※ 試験案内と申込用紙は総務課窓口にあります。また、町ホームページからダウンロードできます。

広域行政事務組合
ホームページ

広報あしや　2025.8 ⑭



ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生

涯
学
習
課
窓
口
、
体
育
協
会
、
総
合

体
育
館
に
も
あ
り
ま
す
。

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

※�

詳
し
く
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進
会
の
準
会
員

を
募
集
し
ま
す

　

食
生
活
改
善
推

進
会
は
「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手

で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
食
生
活
を

中
心
と
し
た
健
康

づ
く
り
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
町
の
事
業
へ
の
協
力
や
自
己

学
習
会
を
通
じ
て
、
家
族
や
近
所
の
人

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り

の
輪
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
活
動
内
容
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

募
集
期
間　
随
時

▽�

対
象　
町
内
在
住
で
健
康
や
食
生
活

の
改
善
に
興
味
が
あ
る
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
人
（
年

齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽�

申
し
込
み　
身
近
な
食
生
活
改
善
推

進
員
ま
た
は
、
健
康
づ
く
り
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と

や
生
活
、
就
職
、
進
学

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�
８
月
７
日
木
＝
橋は
し
も
と本
求も
と
む
相
談
員

◎�
８
月
21
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

８
月
19
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（
時
間
指
定
不
可
）

▽
と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽
定
員　
６
人
（
組
）（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

申
し
込
み
（
予
約
）　
８
月
１
日
金
か
ら

庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※ 

予
約
は
、
１
つ
の
相
談
内
容
に
つ
き

１
枠
で
す
。

※ 

相
談
時
間
は
1
人
（
組
）
30
分
で
す
。

遅
れ
る
と
き
や
予
約
の
取
り
消
し
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※ 

係
争
中
の
案
件
や
刑
事
事
件
に
関
す

る
相
談
、
同
一
・
同
種
案
件
の
反
復

的
・
継
続
的
な
相
談
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

第
15
回
芦
屋
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

▽�

と
き　
９
月
23
日
火
・
午
前
８
時
7

分
か
ら
３
コ
ー
ス
同
時
ス
タ
ー
ト

▽�

と
こ
ろ　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
遠
賀
（
遠
賀
町
虫
生
津
）

▽�

参
加
資
格　

町
内
に
住
ん
で
い
る
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽�
定
員　
１
４
０
人
、
35
組
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
２
０
０
０
円

▽
プ
レ
ー
費　
１
万
３
０
０
０
円
（
昼

食
・
手
土
産
付
き
）

▽�

申
し
込
み　
８
月
29
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
体
育
協
会
（
☎
・
フ
ァ
ク
ス
２

２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

食生活改善推進会
町ホームページ

福岡駅伝出場選手
募集町ホームページ

広
告

広報あしや　2025.8
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知
ら
せ
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　福岡県では土砂災害のおそれがある区域を「土砂災害警戒区域」などに指定し、土砂災害からの避
難などを目的として周知しています。　　
　全国的に土砂災害警戒区域が指定されていない箇所で土砂災害が発生している状況を踏まえ、国は
基本指針を変更し、高精度地形図による区域の抽出精度を向上させることとしました。国の指針変更
を受けて、福岡県も高精度地形図を用いて新たな調査箇所を抽出し、芦屋町で令和６年度に現地調査
を行いました。その結果を福岡県砂防課のホームページで公表しています。

●区域指定予定箇所
　20カ所（人家などの建築物がある箇所）
※�詳しい情報は、福岡県砂防課ホームペ
ージ（土砂災害警戒区域等マップ）で
公表しています。
※�区域指定予定箇所の公表はＰＣ向けサ
イトのみで行います。なお、スマート
フォンでもＰＣ向けサイトの閲覧は可
能です。

●住民説明会
　今回の区域指定予定箇所に関する住民
説明会を予定しています。詳しい日程な
どは、あらためてお知らせします。

●調査協力のお礼
　土砂災害警戒区域などの新たな指定に向けた調査に関して、皆さんのご理解
とご協力をいただきありがとうございました。
　土砂災害警戒区域など気になることがある場合は、問い合わせてください。

●問い合わせ
　福岡県県土整備部砂防課土砂災害対策係�（☎〈０９２〉６４３‐３６７８）
　福岡県北九州県土整備事務所河川砂防課��（☎６９１‐２８０８）
　庶務係�（２２３‐３５７２）　　

福岡県砂防課
ホームページ

土砂災害警戒区域などの新たな指定に向けた
調査完了と区域指定（予定）

「土砂災害警戒区域等マップ」を
クリックしてください

電話相談

広
告

広
告

広報あしや　2025.8 ⑯



みんなのねんきん 

　保険料の免除・納付猶予や学生納付特例を受け
た期間がある場合は、保険料を全額納付した場合
と比べて、将来受け取る年金額が低額になります。
　そこで、年金額を増やすために、免除などを受
けた月の前 10 年以内までさかのぼって古い月分
から納付（追納）することができます。
　ただし、免除などを受けた期間の翌年度から起
算して、3 年度目以降に保険料を追納する場合は、
当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗
せされますので、早目の追納をおすすめします。

▽ �問い合わせ　
　八幡年金事務所国民年金課（☎６３１‐７９６２）
　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

 国民年金保険料の免除や
納付猶予期間がある人は
追納をおすすめします

飲酒運転は、絶対にしない！
させない！許さない！
そして、見逃さない！　

　８月 25 日月～ 31 日日は、「福岡県飲酒運転
撲滅運動の推進に関する条例」に基づく飲酒運
転撲滅週間です。
　飲酒運転は重大な犯罪であり、非常に重い罰
則や社会的制裁が課されます。
　また、飲酒運転事故は、被害者、加害者だけ
でなく、双方の家族の生活まで大きく変えてし
まいます。
　自分自身はもちろ
ん、身近な人と呼びか
けあって、みんなの力
で飲酒運転をなくしま
しょう。
▷問い合わせ　
　 地域振興・交通係（☎

２２３‐３５３９）

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの
受け取りや申請ができない人のために、次の
日程で休日窓口を開設しま
す。この機会にマイナンバー
カードを持ってみませんか。
※ 急きょ中止になる場合は、

ホームページに掲載します。

▽ �とき　８月 23 日土、午前８時 30 分～正午
� ▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　 【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、

申請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料
で撮影）、通知カード、本人確認書類、住民
基本台帳カード（持っている人のみ）

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人
確認書類、住民基本台帳カード（持っている
人のみ）

※ 本人確認書類は、公的
機関が発行した免許証
などの顔写真付きは１
点、健康保険証などの
顔写真がないものは２
点必要です。

※ 手続きは本人のみでき
ます。

※ 証明書の発行や転入・転出の異動の受け付け
などは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日窓口
ホームページ

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　８月 20 日水・21 日木の日没～午後９時
ごろ（予備日＝ 25 日月～ 28 日木）

※７月実施分の予備日は、４日月～７日木です。
【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

広報あしや　2025.8⑰ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



防災無線の訓練放送
　
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情報
伝達訓練が行われます。訓練当日は、防
災行政無線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意し
てください。

▽ �とき　８月20日水・午前11時
　（予備日：９月10日水・午前11時）

▽放送内容

　♪�上りチャイム音�♪
　�「これは、Ｊアラートのテ
ストです。」×３回　
　「こちらは、芦屋町です。」
�♪�下りチャイム音�♪

▽ �問い合わせ　

　庶務係（☎２２３‐３５７２）

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
と
福
岡
県
が
行
う
労
働
力
調

査
は
、
国
の
雇
用
や
失
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し

た
と
き
は
、
調
査
へ
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
査
員
は
必
ず
福
岡
県
の
調

査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
か
た
り

調
査
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
調
査
期
間　
８
月
～
12
月

▽
調
査
地
区　
江
川
台
の
一
部

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
調
査
統
計
課

調
査
第
一
班
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５

１
‐
１
１
１
１
）

傘
の
し
ず
く
取
り
を

設
置
し
ま
し
た

　
役
場
正
面
玄
関

に
「
使
い
捨
て
ビ

ニ
ー
ル
傘
袋
」
に

替
え
て
「
傘
の
し

ず
く
取
り
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
隙

間
に
傘
を
差
し
込
ん
で
振
る
だ
け
で
、

簡
単
に
水
滴
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
電
気
を
使
わ
ず
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
が
で
き
る
た
め
環
境
に
や
さ

し
く
経
済
的
で
す
。
雨
の
日
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
契
約
管
財
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
７
６
）

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
の
理
由
で
、
保
護
者
が
義

務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子
（
就
学
義

務
猶
予
免
除
者
）
に
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
認
定
す
る
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校
の
入
学
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�
と
き　
10
月
16
日
木

▽�
と
こ
ろ　

福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁
舎

（
福
岡
市
中
央
区
）

▽�

受
験
資
格

① 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人
ま

た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ

た
人
で
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
以
上
に
な
る
人

② 

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
て
お
ら
ず
、
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

な
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま

で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
事

由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め

た
人

③ 

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳

以
上
に
な
る
人
（
①
ま
た
は
④
に
該

当
す
る
人
は
除
く
）

消費者ホットニュース

＜事例＞
　携帯電話に警察官を名乗る男から電話があり、「あなた
の口座が不正に開設されており、資金洗浄事件の容疑者に
なっている」と言われた。地域の警察署の電話番号であっ
たため信用した。続いて SNS のビデオ通話で顔写真付き
の警察手帳を示され「口座の中のお金を振り込んでもらう
必要がある」と言われ指示通りに５００万円を振り込んだ。
その後、不安を感じ警察署に電話をして確認したところ、
詐欺であることが判明した。 （30 代　男性）
＜アドバイス＞
●�実在の警察署の電話番号と同一の番号が着信表示された
例が確認されています。
●�警察が電話で「捜査対象となっている」などと伝えるこ
とはありません。
●警察がメッセージアプリで連絡することはありません。
●警察が警察手帳や逮捕状の画像を送ることはありません。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口　
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

ニセ警察詐欺に注意！

お
知
ら
せ

広報あしや　2025.8 ⑱



④ 
日
本
国
籍
が
な
い
人
で
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

▽�

受
験
案
内
配
布
期
限　
８
月
29
日
金

※ 

詳
し
い
内
容
は
福

岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

受
験
案
内
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
義
務
教

育
課
学
事
企
画
係
（
福
岡
市
博
多
区

福
岡
県
庁
北
棟
４
階
）（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
‐
３
９
０
８
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
座

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご

み
を
減
ら
す
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用

が
あ
り
ま
す
。
ダ
ン
ボ

ー
ル
の
中
に
入
れ
た
基
材
と
野
菜
く
ず

な
ど
の
生
ご
み
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
微
生
物
が
生
ご
み
を
分
解
し
堆
肥
化

さ
せ
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
堆
肥
は
家
庭

菜
園
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。
今
回
は
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
初
め
て
取
り
組

む
人
向
け
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
８
月
１
日
金
・
午
前
10
時
30

分
か
ら

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽
講
師　
循
環
生
活
研
究
所

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
31
日
木
ま
で
に
、

環
境
・
公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
８
）
へ

※�

初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。
過
去

に
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入

し
た
人
は
、
定
員
に
空
き
が
あ
る
場

合
に
受
講
で
き
ま
す
（
先
着
順
）。

　男女平等が叫ばれて久しいですが、いまだに女性の身
分が低い地域は世界各地に存在します。平成27（2015）
年に国連で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）で
は、「ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児の
エンパワーメントを図る」ことが第５の目標に掲げられて
います。エンパワーメントとは、権限や自信を与えるとい
った英単語であり、抑圧されることなく個人の重要性を認
めるという意味合いで使われています。この目標の中で、
人身売買や性暴力の排除、児童婚や女性器切除などの有
害な慣習の撤廃など、女性と女児に対するあらゆる差別
を撤廃し、基本的人権を守ることが定められました。これ
は女性だけのために設定された目標ではありません。女性
差別がある社会では経済がうまく発展しないという事実
があり、ジェンダーを超えた世界共通の課題といえます。
【世界各地で起きている主な女性差別】
●未成年の早期結婚
　18歳未満での結婚を「児童婚」と呼びますが、ユニセ
フの調査では約７億５０００万人の女性が児童婚をして
おり、そのうち３人に１人が15歳未満で結婚しています。
児童婚は、就学・就労の機会が奪われる、若年出産で死
亡する、パートナーから暴力を受ける可能性があるなど
さまざまなリスクを含んでいます。
●教育格差
　教育環境においても女性差別は存在し、この傾向は高
等教育になるほど拡大します。
　例えば、世界の初等教育の就学率は男女に大きな違い
はありませんが、中等教育では男子の就学率が 65％な
のに対し、女子は 55％と差が開いています。国や地域
によって教育格差が生まれる要因は異なりますが、次の
ような事例が挙げられます。
〇慣習的に女の子に教育は必要ないと考えられている
〇女子トイレがないなど教育施設の設備が不十分である
〇�児童婚のために中等教育以上のことは無駄だと考えら
れている
　このほかにも、貧困により女子に教育を受けさせる余裕
がない、通学経路に危険な地域があり女子を通わせられ
ないなど、貧困や地域問題によるあらゆる背景があります。
　ＳＤＧｓの目標「ジェンダー平等」を達成するために、
世界にある女性差別の現状や背景を知り、状況を改善す
るために、すべての人が協力して問題解決に向けて取り
組むことが求められています。

差別をなくすために  第 482 号

ジェンダーの平等を実現しましよう

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

福岡県
ホームページ

広報あしや　2025.8⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



⑳

私たちの手で支えあいの地域をつくる

―芦屋町のボランティア団体紹介シリーズ 2　「芦屋町食生活改善推進会」―

▼問い合わせ
芦屋町社会福祉協議会（☎２２２-２８６６）

　町内では、「芦屋町手をつなぐリボンの会」というボランティア団体が活動していま
す。その中に６団体が所属しており、さまざまな分野で活動しています。今回は「芦
屋町食生活改善推進会」�（以下�食進会）を紹介します。

　食進会　（結成して46年）
◆活動場所　中央公民館　調理室
◆活動頻度　毎月２～４回程度
◆活動人数　38 名
◆活動に込めた想い
　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、毎日バランスの良い食事を心がけています。
食べることは体の免疫力を高め、生活習慣病を予防する効果があります。
　「食」をとおして「健康的な体づくり」「体力向上と維持」を地域に発信し、健康増進活動
を広めていきたいです。町内行事にも積極的に参加していますので、皆さんの感想を聞かせ
てください。

※ 町の行事、みんなで元気になろうや！講座、ぱくぱく教室（離乳食・幼児食教室）、い
きいき昼食会などに参加しています。詳しい日時や場所は、健康づくり係（☎２２３‐
３５３３）に問い合わせてください。

【活動レポート】
　取材をした日は「みんなで元気になろうや！講座」の準備（試作会）
が行われていました。食進会は地産地消をテーマに活動しています。
ちりめんじゃこやシソといった食材を使用し、芦屋ならではの魅力
を生かした調理法を実践しています。
　会員の家族や友人も一緒に活動に参加することができます。会員
同士で調理を行うことで、コミュニケーションが生まれ、多世代交
流となり、お互いを理解する貴重な機会になっています。
　参加者からは「一人で食事をするより、みんなで食べた方がおい
しい」という声が寄せられました。

　食進会の活動に興味がある人、見学・入会をしてみたい人は、芦屋町社会福祉協議会
に連絡してください。

広報あしや　2025.8



㉑

芦
屋
の
八は
っ
さ
く朔
行
事
①

　
芦
屋
歴
史
の
里
で
は
、
９
月
２
日
火
か

ら
「
八
朔
の
節
句
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
国
の
「
記
録

作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た
「
芦
屋
の
八

朔
行
事
」
を
2
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま

す
。

〇
八
朔
と
は

　
八
朔
と
は
、
旧
暦
の
「
八
月
朔つ
い
た
ち日
」
を

略
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
日
を
八
朔
の

節せ
っ
く供
と
呼
び
、
昔
は
正
月
や
盆
と
並
ぶ
季

節
の
節
目
と
し
て
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
八
朔

の
習
俗
を
大
き
く
区
分
す
る
と
①
稲
作

の
豊
ほ
う
じ
ょ
う穣
祈
願
、
②
贈
答
の
慣
行
、
③
節

供
飾
り
の
3
つ
で
す
。
芦
屋
の
八
朔
行
事

は
、
3
番
目
の
節
供
飾
り
に
あ
て
は
ま
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
に
は
毎

年
、
大
名
な
ど
の
武
士
た
ち
が
、
白し
ろ
か
た
び
ら

帷
子

を
着
て
江
戸
城
に
登
城
し
、
将
軍
に
祝

辞
を
述
べ
る
と
い
う
八
朔
の
儀
式
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
天
正

18
（
1
5
9
0
）
年
に
徳
川
家
康
が
初
め

て
江
戸
に
入
府
し
た
日
と
さ
れ
、
幕
府
に

と
っ
て
重
要
な
日
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ

う
」
の
舞
台
で
あ
る
吉よ
し
わ
ら原
で
は
、
遊
女
た

ち
が
白
無
垢
を
着
て
花お
い
ら
ん魁
道
中
を
行
い
、

八
朔
の
日
を
大
々
的
に
祝
う
年
中
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

〇
芦
屋
の
八
朔
行
事

　
芦
屋
町
の
八
朔
行
事
は
、
3
0
0
年
以

上
続
く
伝
統
行
事
で
す
。
旧
暦
八
月
朔
日

（
現
在
で
は
9
月
1
日
）
を
初
め
て
迎
え

る
長
男
長
女
に
、
男
児
の
家
で
は
数
多
く

の
藁わ
ら
う
ま馬
を
、
女
児
の
家
で
は
団だ
ご
び
ー
な

子
雛
を
作

り
、
こ
ど
も
の
誕
生
と
健
や
か
な
成
長
を

祝
い
ま
す
。
現
在
は
、
長
男
長
女
に
限
ら

ず
お
祝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
藁
馬
と
団
子
雛
は
、
翌
2
日
の
早
朝
か

ら
近
所
の
こ
ど
も
た
ち
に
配
ら
れ
ま
す
。

〇
芦
屋
の
八
朔
行
事
の
は
じ
ま
り

　

芦
屋
の
八
朔
行
事
の
始
ま
り
は
、
江

戸
時
代
中
頃
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
由
来
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、「
お
殿
様
に
生
き
た
馬
を
献
上
す
る

の
を
真
似
て
、
藁
で
馬
を
作
っ
て
あ
や

か
っ
た
の
が
由
来
」
や
「
黒
田
の
殿
様
が

八
朔
の
日
に
神
武
天
皇
社
に
馬
で
参
っ

た
の
が
由
来
」
な
ど
の
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
古
文
書
に
は
、「
神
武
天
皇
社

で
の
放ほ
う
じ
ょ
う
え

生
会
が
旧
暦
の
八
月
に
あ
り
、
そ

こ
に
黒
田
藩
か
ら
家
老
が
馬
で
代
参
し

た
の
を
み
て
思
い
つ
い
た
」
と
書
か
れ
て

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ

の
古
文
書
は
戦
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
現

在
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
言
い
伝
え
も
、
お
殿

様
や
黒
田
藩
の
文
言
が
出
て
く
る
こ
と

か
ら
、
江
戸
時
代
に
八
朔
行
事
が
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
五
十
一

編

集
後
記

△�八朔行事　わら馬

△�八朔行事　だごびーな

▼
今
号
の
表
紙
は
、
町
内
3
小
学

校
5
年
生
に
よ
る
田
植
え
体
験
で

す
。
児
童
た
ち
が
つ
ま
先
か
ら
顔

ま
で
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
田

植
え
体
験
を
楽
し
む
無
邪
気
な
姿

に
、
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
田
植

え
体
験
の
様
子
を
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
ア
シ
ヤ
グ
ラ
ム
）
で
は
、動
画
で

掲
載
し
て

い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん

も
み
て
癒

さ
れ
て
く

だ
さ
い
。

 

（
伊
藤
）

▼
今
年
の
夏
は
い
つ
に
も
増
し
て

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
7
月
26
日
土
に
は
、
夏
の
風

物
詩
あ
し
や
花
火
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
き
れ
い

な
花
火
が
咲
き
誇
る
か
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
ま
た
、
８
月
も
精
霊

流
し
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
海
水
浴

場
や
ア
ク
ア
シ
ア
ン
も
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
の
で
、
熱
中
症
に
気

を
つ
け
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。 

（
手
塚
） △アシヤグラム
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茶道ミニ講座「抹茶を楽しむ」
　抹茶の選び方や保存方法、産地、味の違いなどを学
ぶ講座を開催します（呈茶付き）。
▷とき　９月７日日・午前 10 時～ 11 時 30 分
▷ところ　芦屋釜の里
▷対象　中学生以上
▷�参加費　18 歳以上＝７００円、中・高校生＝４００

円（入館料を含む）
▷定員　８人（事前申し込み先着順）
▷�申し込み　８月 24 日日～ 31 日日・午前９時 30 分

～午後５時に、芦屋釜の里（☎２２３‐５８８１）へ
※月曜日は休館です。

中央公民館講座「夏野菜を楽しむ！」
～涼やかde簡単和イタリアン～
　地産地消を大切に、近所のスーパ
ーで手に入る食材を使って和イタ
リアンに挑戦！夏の恵みをたっぷ
り取り入れた冷製パスタととうも
ろこしスープで彩り鮮やかな夏の
食卓を作りませんか。野菜がたっぷり取れるヘルシー
メニューなので、美容と健康にぴったりです。
　男性の参加も歓迎します。
▷とき　8 月 24 日日・午前 10 時～午後１時
▷ところ　中央公民館４階
▷講師　小

お が さ
笠英

ひ で こ
子さん（イタリア料理研究家）

▷定員　16 人（事前申し込み先着順）
▷�材料費　１５００円（８月 10 日日からのキャンセル

は材料費をいただきます。注意してください )
▷�申し込み　７月 27 日日～８月 10 日日・午前９時～

午後５時に、電話 ( ２２２‐１６８１) または中央公
民館窓口へ

※月曜日は休館です。

折り紙ボランティア講座
　日本の伝統文化のひとつである折り紙が持つ「折る、
飾る、見る、贈る、祝う、教える」などのさまざまな
喜びを講話と実習で体感しながら学びませんか？ 
▷とき　9 月 6 日土・午前 10 時～正午
▷ところ　町民会館大ホール
▷対象　誰でも参加できます
▷講師　折り紙ボランティア水巻
▷定員　30 人（事前申し込み先着順）
▷�申し込み　８月１日金～ 25 日月・午前９時～午後５

時 30 分に、電話（２２１‐１０１１）またはボラン
ティア活動センター窓口へ

※ 日祝日は休館です。

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課シティプロモーション係  ☎ 093（223）3571 〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20
●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

芦屋町チャレンジショップが
オープンしました
　芦屋海浜公
園にあるチャ
レンジショッ
プに、新しい
店「A

ア ロ ー

RROW」
が 6 月 24 日にオープンしました。
　ARROW では、ホットドック、チ
ュロス、チーズハットグなどを販売し
ています。
【店舗情報】
▷ショップ名　ARROW
▷�住所　〒 807-0133　 芦 屋 町 芦 屋

1455-284
▷営業時間　午前 10 時～午後５時
▷休業日　月曜日（不定休）
※ 営業時間と休業日は、週や時期によ

って変わる場合があります。
※ 詳しい情報は、

InstagramやX
（旧 Twitter）を
見てください。

【芦屋町チャレンジショップ事業とは】
　この事業は、町が行う創業支援の一
つです。
　町が店舗（約６坪）を整備し、創業
を希望する人に安価で貸し出すこと
で、実際に営業するには経験が足りな
いといった人に、創業のチャレンジを
する機会を持ってもらうものです。
▷�問い合わせ　商工観光係（☎２２３

‐３５４２）

Instagram

　こどもの誕生月の広報
あしやに、こどもの写真
とお祝いのメッセージを
掲載しませんか。
▷対象　町内に住む３歳までのこども
※�詳しい応募方法などは、
町のホームページを確
認してください。
▷�問い合わせ　
　�シティプロモーション
係（☎２２３‐３５７１）

広報あしやに誕生日のお祝い広報あしやに誕生日のお祝い
メッセージをのせませんかメッセージをのせませんか

お誕生日掲載
町ホームページ


